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蓮花ちゃん

★ 人の動き ★　1月1日現在（前月比）

 男：17,509人 女：18,864人　　 

 計：36,373人（+20人）

 世帯数：12,963戸（+18戸）

　　市のマスコットキャラク市のマスコットキャラク
ター蓮花ちゃんに、静岡県のクター蓮花ちゃんに、静岡県のク
リエーティブ書家、岩科蓮花リエーティブ書家、岩科蓮花
さんからクリスマスプレゼンさんからクリスマスプレゼン
トとして色紙が送られましたトとして色紙が送られました。 。 
　　岩科さんが自身のブログで岩科さんが自身のブログで
「名前が同じ蓮花ちゃんを応援「名前が同じ蓮花ちゃんを応援
します。」と書き込んだのがします。」と書き込んだのが
きっかけで交流が始まり、色きっかけで交流が始まり、色
紙が届くことになりました紙が届くことになりました。 。 
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市
議
会
だ
よ
り

　

第
5
回
臨
時
会
が
11
月
25
日

に
開
催
さ
れ
、
特
別
職
や
一
般

職
等
の
報
酬
及
び
給
与
に
つ
い

て
の
条
例
改
正
議
案
な
ど
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
審
議
日
程

11
月
17
日  

議
会
運
営
委
員
会

　
　

25
日  

臨
時
会
本
会
議

　
　
　
　

  

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　

  

民
生
水
道
常
任
委
員
会

12
月
2
日  

議
会
運
営
委
員
会

　
　

9
日  

定
例
会
本
会
議

　
　

10
日  

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

11
日  

民
生
水
道
常
任
委
員
会

　
　
　
　

  

議
会
運
営
委
員
会

　
　

14
日  

都
市
産
業
常
任
委
員
会

　
　

16
日  

定
例
会
本
会
議

　
　

17
日  

定
例
会
本
会
議

　
　
　
　

  

議
会
運
営
委
員
会

議
案
の
主
な
内
容
と
結
果

【
条　

例　

関　

係
】

■
葛
城
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

　

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

■
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

　

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

■
葛
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

　

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

　

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決 

■
葛
城
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種

　

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決  

　

平
成
21
年
の
人
事
院
勧
告
を
受

け
、
議
員
、
特
別
職
の
12
月
期
末
手

当
の
引
き
下
げ
並
び
に
、
葛
城
市
職

員
の
12
月
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当

の
引
き
下
げ
や
職
員
の
自
宅
に
係
る

住
居
手
当
を
廃
止
す
る
た
め
の
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
予　

算　

関　

係
】

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
4
号
）
の
議
決

　

に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

2
3
1
2
万
4
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、

1
3
1
億
3
4
5
7
万
8
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
の
内
容
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
重
症
化
予
防
の
た

め
の
予
防
接
種
に
係
る
負
担
金
と

補
助
金
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
第
4
回
定
例
会
が
12

月
9
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期

で
開
催
さ
れ
、
平
成
21
年
度
補

正
予
算
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
議
案

の
審
議
と
、
8
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
の
主
な
内
容
と
結
果

【
人　

事　

案　

件
】

■
葛
城
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

　

命
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
同
意 

　

堀
内
忠
樹　

氏
（
南
花
内
）

【
条　

例　

関　

係
】

■
葛
城
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　
「
社
会
保
険
の
保
険
料
等
に
係

る
延
滞
金
を
軽
減
す
る
た
め
の
厚

生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
、
平
成
22
年
1
月

1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
納
期
限
か
ら
1
か
月
を
経
過

す
る
日
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
延
滞
金
を
、
当
分
の
間

軽
減
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
こ

れ
と
併
せ
て
延
滞
金
の
計
算
に
お

け
る
端
数
処
理
方
法
を
地
方
税
法

等
に
準
拠
し
た
内
容
に
改
正
し
、

国
民
健
康
保
険
税
や
住
民
税
と
同

様
に
す
る
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

上
記
の
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
と
同
じ
く
、

「
社
会
保
険
の
保
険
料
等
に
係
る
延

滞
金
を
軽
減
す
る
た
め
の
厚
生
年
金

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
、
平
成
22
年
1
月
1
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
納
期
限

か
ら
1
か
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

介
護
保
険
料
の
延
滞
金
を
、
当
分
の

間
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

　

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

こ
と
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　
「
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
、
平
成
21
年
10
月
30
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

条
例
に
引
用
さ
れ
て
い
る
消
防
法

に
お
い
て
、
条
を
追
加
す
る
改
正

が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
本
条
例
中

の
引
用
条
番
号
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

【
予　

算　

関　

係
】

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
5
号
）
の
議
決

　

に
つ
い
て

　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決 

　

2
億
5
9
3
7
万
6
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
1
2
8
億
7
5
2
0
万
2
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
人
事
異
動

及
び
給
与
条
例
等
の
改
正
に
伴
う

人
件
費
の
補
正
、
民
生
費
で
の
国

庫
補
助
・
負
担
金
の
前
年
度
確
定

等
に
伴
う
精
算
返
還
、
衛
生
費
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
に
係
る

測
量
業
務
等
の
委
託
料
、
土
木
費

で
の
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
の
減
額
、
教
育
費
で
の
當

麻
小
学
校
、
新
庄
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
地
震
補
強･

大
規
模
改
造
工

事
費
の
確
定
に
伴
う
減
額
等
を
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
国
民
健
康

　

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　

2
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

1
億
4
4
5
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

34
億
3
7
4
2
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
一
般
被
保

険
者
療
養
給
付
費
等
の
追
加
を
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
下
水
道
事
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業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

　

号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

7
8
6
万
8
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

21
億
9
2
4
5
万
2
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
下
水
道
使

用
量
の
増
加
に
伴
う
流
域
下
水
道

維
持
管
理
費
負
担
金
の
増
額
並
び

に
人
事
異
動
及
び
給
与
条
例
等
の

改
正
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
を
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
学
校
給
食

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

の
議
決
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

1
0
1
万
7
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
2
億

8
1
0
1
万
7
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
備
品
購
入

費
の
追
加
並
び
に
人
事
異
動
及
び

給
与
条
例
等
の
改
正
に
伴
う
人
件

費
の
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
水
道
事
業

　

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
の

　

議
決
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

水
道
事
業
費
用
で
6
8
1
万

4
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
7
億

1
7
7
9
万
9
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
機
構
改
革

に
伴
う
事
務
所
改
築
に
係
る
修
繕

費
等
の
追
加
並
び
に
人
事
異
動
及

び
給
与
条
例
等
の
改
正
に
伴
う
人

件
費
の
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

【
そ　

の　

他
】

■
字
の
区
域
変
更
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

大
字
新
在
家
と
大
字
加
守
の
一

部
に
お
い
て
、
平
成
20
年
度
か
ら

21
年
度
に
か
け
て
実
施
し
て
い
る

圃
場
整
備
に
係
る
当
該
区
域
の
区

画
変
更
に
伴
い
、
字
の
区
域
の
変

更
を
行
う
も
の
で
す
。

■
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事

　

業
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

葛
城
市
新
市
建
設
計
画
に
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
、
地
域
循
環
型

社
会
形
成
推
進
事
業
及
び
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
施
設
整
備
事
業
の
推
進

は
、
議
会
と
し
て
も
非
常
に
重
要

な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
、
慎
重

に
調
査
・
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
た
め
、
特
別
委
員
会
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

　

委
員
長　
　

西
川　

弥
三
郎

　

副
委
員
長　

春
木　

孝
祐

　

委　

員　
　

岡
本　

𠮷
司

　
　

〃　
　
　

西
井　

覚

　
　

〃　
　
　

藤
井
本　

浩

　
　

〃　
　
　

吉
村　

優
子

　
　

〃　
　
　

川
西　

茂
一

　
　

〃　
　
　

寺
田　

惣
一

　
　

〃　
　
　

南　
　

要

　
　

〃　
　
　

白
石　

栄
一

■
尺
土
駅
前
広
場
整
備
事
業
特
別

　

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　

葛
城
市
新
市
建
設
計
画
に
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
、
尺
土
駅
前
広

場
整
備
事
業
は
、
葛
城
市
の
玄
関

口
と
な
る
近
鉄
尺
土
駅
前
周
辺
の

整
備
で
あ
り
、
葛
城
市
に
と
っ
て
、

非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
、
慎
重
に
調
査
・
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
た
め
、
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

　

委
員
長　
　

西
井　

覚

　

副
委
員
長　

辻
村　

美
智
子

　

委　

員　
　

中
川　

佳
三

　
　

〃　
　
　

岡
本　

𠮷
司

　
　

〃　
　
　

阿
古　

和
彦

　
　

〃　
　
　

川
辺　

順
一

　
　

〃　
　
　

赤
井　

佐
太
郎

　
　

〃　
　
　

川
西　

茂
一

　
　

〃　
　
　

下
村　

正
樹

　
　

〃　
　
　

南　
　

要

■
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
の
設

　

置
に
つ
い
て

　　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

全
会
一
致
に
よ
り
可
決  

　

社
会
経
済
情
勢
に
対
応
す
る
た

　

社
会
経
済
情
勢
に
対
応
す
る
た

め
、
簡
素
で
効
率
的
な
市
政
の
実

め
、
簡
素
で
効
率
的
な
市
政
の
実

現
を
推
進
し
、
市
財
政
の
健
全
化

現
を
推
進
し
、
市
財
政
の
健
全
化

を
図
る
な
ど
の
行
財
政
改
革
に
つ

を
図
る
な
ど
の
行
財
政
改
革
に
つ

い
て
調
査
及
び
審
査
を
行
う
た

い
て
調
査
及
び
審
査
を
行
う
た

め
、
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
も

め
、
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

　

委
員
長　
　

阿
古　

和
彦

　

委
員
長　
　

阿
古　

和
彦

　

副
委
員
長　

中
川　

佳
三

　

副
委
員
長　

中
川　

佳
三

　

委　

員　
　

春
木　

孝
祐

　

委　

員　
　

春
木　

孝
祐

　
　

〃　
　
　

朝
岡　

佐
一
郎

　
　

〃　
　
　

朝
岡　

佐
一
郎

　
　

〃　
　
　

吉
村　

優
子

　
　

〃　
　
　

吉
村　

優
子

　
　

〃　
　
　

溝
口　

幸
夫

　
　

〃　
　
　

溝
口　

幸
夫

　
　

〃　
　
　

赤
井　

佐
太
郎

　
　

〃　
　
　

赤
井　

佐
太
郎

　
　

〃　
　
　

川
西　

茂
一

　
　

〃　
　
　

川
西　

茂
一

　
　

〃　
　
　

下
村　

正
樹

　
　

〃　
　
　

下
村　

正
樹

　
　

〃　
　
　

西
川　

弥
三
郎

　
　

〃　
　
　

西
川　

弥
三
郎

■■
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置

　

に
つ
い
て

　

に
つ
い
て

　　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

市
民
の
代
表
機
関
と
し
て
の
議

　

市
民
の
代
表
機
関
と
し
て
の
議

会
の
役
割
を
見
直
し
、
そ
の
責
務

会
の
役
割
を
見
直
し
、
そ
の
責
務

を
明
確
に
し
な
が
ら
、
適
正
な
定

を
明
確
に
し
な
が
ら
、
適
正
な
定

数
、
議
員
報
酬
等
の
検
討
を
は
じ

数
、
議
員
報
酬
等
の
検
討
を
は
じ

め
、
議
会
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、

め
、
議
会
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、

議
会
改
革
の
調
査
・
研
究
を
推
進

議
会
改
革
の
調
査
・
研
究
を
推
進

す
る
た
め
、
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
た
め
、
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。

す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

　

委
員
長　
　

南　
　

要

　

委
員
長　
　

南　
　

要

　

副
委
員
長　

西
川　

弥
三
郎

　

副
委
員
長　

西
川　

弥
三
郎

　

委　

員　
　

辻
村　

美
智
子

　

委　

員　
　

辻
村　

美
智
子

　
　

〃　
　
　

朝
岡　

佐
一
郎

　
　

〃　
　
　

朝
岡　

佐
一
郎

　
　

〃　
　
　

藤
井
本　

浩

　
　

〃　
　
　

藤
井
本　

浩

　
　

〃　
　
　

溝
口　

幸
夫

　
　

〃　
　
　

溝
口　

幸
夫

　
　

〃　
　
　

川
辺　

順
一

　
　

〃　
　
　

川
辺　

順
一

　
　

〃　
　
　

赤
井　

佐
太
郎

　
　

〃　
　
　

赤
井　

佐
太
郎

　
　

〃　
　
　

寺
田　

惣
一

　
　

〃　
　
　

寺
田　

惣
一

　
　

〃　
　
　

白
石　

栄
一

　
　

〃　
　
　

白
石　

栄
一

【
意
見
書
・
決
議
】

【
意
見
書
・
決
議
】

　　

次
の
１
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、

次
の
１
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、

奈
良
県
知
事
に
送
付
し
ま
し
た

奈
良
県
知
事
に
送
付
し
ま
し
た
。。

■■
奈
良
県
立
医
科
大
学
移
転
計
画

奈
良
県
立
医
科
大
学
移
転
計
画

　

の

　

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

　

い
て

　

い
て

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
葛

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
葛

城
市
議
会
」
会
議
録
で
ご
覧
い
た

城
市
議
会
」
会
議
録
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。（
な
お
、
こ
の
議
会

だ
け
ま
す
。（
な
お
、
こ
の
議
会

の
会
議
録
は
、
３
月
頃
に
掲
載
の

の
会
議
録
は
、
３
月
頃
に
掲
載
の

予
定
で
す
。）

予
定
で
す
。）

※
本
会
議
及
び
委
員
会
（
一
部
除

※
本
会
議
及
び
委
員
会
（
一
部
除

く
）
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま

く
）
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
市
議
会

す
。
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
市
議
会

議
員
の
議
会
活
動
や
市
政
の
方
針

議
員
の
議
会
活
動
や
市
政
の
方
針

を
知
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ

を
知
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
議
予
定

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
議
予
定

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
ホ
ー
ム

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

さ
い
。
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まちの
わだい

　

1
月
11
日
、
新
庄
文
化
会
館
マ

ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、
平
成
22
年

葛
城
市
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
め
で
た
く
大
人
の
仲
間
入

り
を
さ
れ
た
の
は
、
男
性
1
7
7

名
・
女
性
2
0
8
名
、
合
計

3
8
5
名
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

式
典
は
、「
ち
び
っ
こ
太
鼓
」（
新

庄
北
小
学
校
附
属
幼
稚
園
児
）
の

元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
奏
で
幕
が
開

き
、
演
奏
後
に
園
児
の
み
な
さ
ん

か
ら
「
成
人
式
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。」
と
大
き
な
声
で

新
成
人
に
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
新
成
人
は
、「
力
強

い
太
鼓
の
音
と
か
わ
い
い
励
ま
し

に
、
勇
気
と
や
る
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

か
わ
い
い
園
児
と
若
々
し
い
新
成

人
の
受
け
答
え
に
、
会
場
内
は
笑

顔
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
主
催
者
の
式
辞
に
続
い

て
来
賓
か
ら
お
祝
い
と
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
十

楚
麻
結
美
さ
ん
と
奥
田
康
之
さ
ん

が
、「
こ
れ
か
ら
は
責
任
と
義
務
、

自
覚
を
持
っ
て
、
社
会
や
葛
城
市

に
貢
献
し
て
い
け
る
大
人
に
な
り

ま
す
。」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
2
部
は
、
成
人
式
実
行
委
員

会
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
決
め
た

「
挑
い
ど
む　

－

感
謝
と
誇
り
を
胸
に

－

」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
楽
し
い
催

し
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ

は
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
少
し

ず
つ
忘
れ
か
け
て
い
る
感
謝
の
気

持
ち
、
自
覚
を
持
っ
て
行
動
で
き

る
大
人
に
な
る
ん
だ
と
い
う
気
持

ち
、
そ
し
て
ど
ん
な
困
難
に
も
立

ち
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
挑
む
気

持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
若

さ
と
活
気
が
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
の

中
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の

温
か
い
励
ま
し
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

や
、
自
分
た
ち
の
夢
が
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
映
し
出
さ
れ
る
と
、
懐

か
し
さ
と
驚
き
の
声
が
会
場
内

い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
先
生
に
挑
戦
」
と

い
う
企
画
で
は
、
新
成
人
も
先
生

も
中
学
校
時
代
に
戻
り
勝
負
に
夢

中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
方

も
立
派
に
成
長
し
た
教
え
子
に
出

合
え
て
本
当
に
う
れ
し
そ
う
で
し

た
。

　

最
後
は
、
F
L
O
W
の
「
メ

ロ
ス
」
を
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
、

成
人
式
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
ご

活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
す

ば
ら
し
い
人
生
を
歩
ま
れ
る
こ
と

を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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全国大会出場 !!　新庄ミニバスケットボールスポーツ少年団 女子
近畿大会出場 !!　新庄ミニバスケットボールスポーツ少年団 男子  

　昨年 12 月に行われた奈良県選
手権大会において、新庄ミニバ
スケットボールスポーツ少年団
女子が優勝を果し、奈良県代表
として 3 月末に国立代々木競技
場で行われる全国大会への出場
を決めました。
　また同大会において準優勝の
新庄ミニバスケットボールス
ポーツ少年団男子は 2 月末に、

はびきのコロセアムで行われる近畿大会に奈良県代表として出場します。
　男女ともミニバスケットボールを通じて「挨拶」「返事」「一生懸命」「努力」「感謝」をキャッチフレーズに、
学業との両立や地域との絆を大切にし、チームワークで勝利を目指し頑張ります。

第4回葛城市民駅伝・マラソン大会

　

各
部
門
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
敬
称
略
）

マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

小
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

荒
木　

俊

　

準
優
勝　

田
中　

勇
人

　

第
3
位　

徳
井　

俊
哉

小
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

川
合　

梨
子

　

準
優
勝　

米
田　

実
由

　

第
3
位　

伏
見　

美
利

中
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

澤　
　

悠
斗

　

準
優
勝　

上
西　

優
太

　

第
3
位　

井
原　

啓
吾

中
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

永
安　

依
里

　

準
優
勝　

松
尾　

佳
奈

　

第
3
位　

佐
光　

真
依

一
般
男
子
の
部

　

優　

勝　

高
岡　

昌
弘

　

準
優
勝　

田
中　

大
貴

　

第
3
位　

玉
木　

惣
一
郎

一
般
女
子
の
部

　

優　

勝　

上
島　

涼

　

準
優
勝　

松
井　

み
さ
江

　

第
3
位　

日
高　

紋
佳

駅
伝
大
会
結
果

小
学
生
の
部

　

優　

勝　

新
庄
ス
ポ
少

サ
ッ
カ
ー
部
Ａ

　

準
優
勝　

新
庄
ミ
ニ
バ
ス男

子
Ａ

　

第
3
位　

新
庄
ミ
ニ
バ
ス
女
子

中
学
生
の
部

　

優　

勝　

新
庄
中
陸
上
部
Ａ

　

準
優
勝　

新
庄
中
野
球
部
Ａ

　

第
3
位　

白
鳳
中
陸
上
部

一
般
の
部

　

優　

勝　

シ
ャ
ー
プ
A

　

準
優
勝　

か
め
さ
ん

　

第
3
位　

な
か
じ
ま
接
骨
院

地
区
の
部

　

優　

勝　

新
村
新
栄
会

　

準
優
勝　

新
庄
Ａ

　

第
3
位　

新
庄
Ｂ

区
間
賞

小
学
生
の
部

　

第
1
区　

和
田　

毬
代

　

第
2
区　

小
橋　

耕
平

　

第
3
区　

和
田
谷　

拓
巨

　

第
4
区　

松
井　

太
裕

　

第
5
区　

米
田　

実
晴

中
学
生
の
部

　

第
1
区　

矢
野　

竜
次

　

第
2
区　

岡
田　

大
樹

　

第
3
区　

神
床　

知
弘

　

第
4
区　

林
田　

滉
平

　

第
5
区　

川
尻　

康
平

一
般
・
地
区
の
部

　

第
1
区　

山
崎　

圭
介

　

第
2
区　

清
島　

寿
男

　

第
3
区　

小
走　

裕
太

　

第
4
区　

井
上　

高
広

　

第
5
区　

西
野　

毅
（
体
育
振
興
課
）

　

1
月
17
日
、
新
庄
中
学
校
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
第
4
回
葛
城
市
民
駅
伝
・
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
総
勢
4
1
7
名
の

ラ
ン
ナ
ー
が
2.5　

、
5　

の
各
コ
ー
ス
を
、

駅
伝
で
は
小
学
生
、
中
学
生
、
一
般
そ
し

て
地
区
の
各
部
で
合
計
54
チ
ー
ム
が
、「
た

す
き
」
を
肩
に
か
け
、
全
5
区
間
14
．
6

　

の
コ
ー
ス
を
力
強
く
駆
け
め
ぐ
り
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

km

km

km
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社に響く清澄なフルートの音色  
　音楽の神様として
知られる天香山命笛
を祭る笛吹神社で、
フルート奏者の安藤
史子さんや吉村麻衣
子さん（宝塚市）、
中村久美子さん（奈

良市）、後田紘子さん（南道穂）が奉納演奏を行われ
ました。

JR天王寺駅でPR！
蓮花ちゃん寄附
（ふるさと応援寄附）
　年の瀬も押し迫
り、クリスマスムー
ド 一 色 の 12 月 21
日、JR 天王寺駅中
央コンコースで、市

長はじめ市マスコットキャラクター「蓮花ちゃん」・
ミス葛城のみなさんが「蓮花ちゃん寄附（ふるさと
応援寄附）」並びに「葛城市の観光」PR を行いました。

地域の絆　餅つき大会  
　12 月 20 日、大字
新村では、日本の伝
統的な迎春行事を子
どもたちに体験して
もらおうと、「餅つ
き大会」が行われ、
蓮花ちゃんも参加

し、子どもたちと餅つきを楽しみました。

クリスマスコンサート大盛況
　12 月 20 日、アン
サンブルウィズ主
催・當麻文化会館共
催 に よ る 第 2 回 ク
リスマスコンサート
が開催され、本格的
な吹奏楽からディズ

ニーやアニメソングなど大人から子どもまで楽しめる
曲が演奏されました。
　なお、今回のコンサート会場に助け合い募金箱を
設置いたしましたところ、多くの方々より心温まる
募金を頂戴いたしました。このお金は、葛城市社会
福祉協議会を通じて共同募金会へ寄附いたしました。
ご協力ありがとうございました。

クリスマスパーティー  
　12 月 18 日、忍海
小学校附属幼稚園
でクリスマスパー
ティーが開かれ、み
んなお待ちかねのサ
ンタさんと蓮花ちゃ
んが登場すると、「蓮

花ちゃん～」と歓声が上がりました。また、ボランティ
アでピアノ伴奏をされている卒園生の東美和さん（忍
海）の伴奏にのせ「赤鼻のトナカイ」の絵本が読ま
れると、園児たちは絵本を食い入るように見つめて
いました。

年末風景　夜警   
　12 月 17 日、大字
今在家の夜警に蓮花
ちゃんが参加しまし
た。この日は自警団
に加え子供会も参加
し夜警が行われまし
た。子ども達が元気

な声で「火の用心～」、蓮花ちゃんが拍子木を「カチ、
カチカチ！」と叩きました。

葛城っ子スペシャル・ショット
　

新
庄
祭
り
は
、
毎
年
、
学
期
の
終
わ
り
に
全
校
を

挙
げ
て
行
わ
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
全
児
童
が
、

自
教
室
や
特
別
教
室
、
体
育
館
に
準
備
し
た
「
お
化

け
屋
敷
」
や
「
さ
か
な
つ
り
ラ
ン
ド
」
な
ど
の
楽
し

い
出
し
物
を
、
自
由
に
回
っ
て
楽
し
み
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
の
た
め
１
月

に
延
期
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も

子
ど
も
た
ち
は
や

る
気
十
分
！
「
あ

と
○
日
」
と
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
す
る

給
食
時
間
の
校
内

放
送
に
合
わ
せ
て
、

着
々
と
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

待
ち
に
待
っ
た

新
庄
祭
り
。
ど
の

子
も
笑
顔
い
っ
ぱ

い
で
、
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

『
新
庄
祭
り
』
だ
、
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
!!

新
庄
小
学
校

シリーズ
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
を

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
を

受
け
た
期
間
の
追
納
の
オ
ス
ス
メ

受
け
た
期
間
の
追
納
の
オ
ス
ス
メ
！！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受

け
た
期
間
や
学
生
納
付
特
例
お
よ

び
若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け
て
い

た
期
間
に
つ
い
て
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
取
額
を
満
額
に
近
づ
け

る
た
め
に
、
後
か
ら
保
険
料
を
納

付（
追
納
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
は
、
10
年
以
内(

平
成

21
年
4
月
分
は
平
成
31
年
４
月
ま

で)

で
す
。

　

な
お
、
保
険
料
を
追
納
す
る
場

合
は
、
先
に
経
過
し
て
い
る
月
の

分
か
ら
順
次
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
期
間

ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
が

あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
を
優
先

し
て
追
納
し
、
次
い
で
免
除
期
間

の
追
納
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

学
生
納
付
特
例
期
間
ま
た
は
若

年
者
納
付
猶
予
期
間
よ
り
も
前
に

免
除
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
学

生
納
付
特
例
期
間
ま
た
は
若
年
者

納
付
猶
予
期
間
を
先
に
追
納
す
る

か
、
免
除
期
間
を
先
に
追
納
す
る

か
、選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
承
認
を
受
け
た
年
度
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目

以
降
に
追
納
す
る
と
、
当
時
の
保

険
料
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
中
に
追
納
す
る
場

合
の
加
算
額
を
含
め
た
具
体
的
な

追
納
額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

免除等を
受けた年度

追納保険料額（円）

全 額 免 除
若年者納付猶予
学生納付特例

4分の 3免除 半 額 免 除 4分の 1免除

平成 11年度 16,190 － － －

平成 12年度 15,560 － － －

平成 13年度 14,960 － － －

平成 14年度 14,390 － 7,200 －

平成 15年度 14,180 － 7,090 －

平成 16年度 13,980 － 6,990 －

平成 17年度 14,010 － 7,010 －

平成 18年度 14,070 10,550 7,030 3,510

平成 19年度 14,100 10,570 7,050 3,520

平成 20年度 14,410 10,810 7,200 3,600

　

保
険
料
の
追
納
を
希
望
さ

れ
る
と
き
は
、「
国
民
年
金
保

険
料
追
納
申
込
書
」
を
提
出

い
た
だ
く
こ
と
で
納
付
書
を

発
行
致
し
ま
す
。
申
込
書
の

送
付
ご
希
望
お
よ
び
追
納
手

続
き
の
詳
し
い
お
問
い
合
わ

せ
は
、
大
和
高
田
年
金
事
務

所 

☎
（
22
）
3
5
3
1
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

○ 半額免除は平成 14 年 4 月から、4 分の 3 免除および 4 分の 1 免除は
　 平成 18 年 7 月から実施。
○ 平成 19、20 年度は、追納加算額はありません。

犬のフンは責任を持って後始末してください
　道路、公園、他人の土地に犬のフンが放置されているという苦情が多数寄せられています。犬がフンをす
ることは当たり前のことですが、それを飼い主が放置することは、他の人の迷惑となります。
　散歩には、必ずフンの後始末ができる道具を持って出かけ、飼い主が責任を持って持ち帰ってください。

鳴き声・悪臭にご用心！
　飼い犬は、「ムダ吠え」をしないよう「しつけ」をきちんとしましょう。また、飼っている場所の周辺は日
頃から清潔に保ちましょう。 
　飼い猫は、室内で飼うよう努めてください。猫フン、尿は大変臭います。「ふんやおしっこ」のする場所を
教えるなどの「しつけ」をして、ご近所に悪臭などで迷惑にならないよう正しく飼いましょう。

むやみに子ネコを増やさないようにしましょう
　ネコの飼い主は、繁殖を希望しない場合は去勢不妊手術を行い、望まれずに生まれてくる不幸な子ネコを
つくらないようにしましょう。
　やむを得ず飼えなくなったときは、捨てたりせず、ネコを適正に飼うことができる人を見つけて譲るか、
それができない場合は保健所に引き取ってもらいましょう。

（環境課）

犬や猫は責任を持って飼いましょう
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お知らせ

確
定
申
告
は
お
早
め
に

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！！

　

所
得
税
は
、
税
法
に
従
っ
て
自
ら
自
分
の
所
得
と
税
額
を
正
し
く

計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
加
算
税
や

延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
確
定
申
告

は
期
限
を
守
っ
て
正
し
く
申
告･

納
税
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

所
得
税
の
「
確
定
申
告
」

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、

・
事
業
を
し
て
い
る
方

・
不
動
産
収
入
の
あ
る
方

・
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方

・
給
与
所
得
者
の
方
で
平
成
21

　

年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が

　

2
、
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
所
得
者
の
方
で
給
与
所

　

得･

退
職
所
得
以
外
の
各
種

　

の
所
得
金
額
の
合
計
金
額
が

　

20
万
円
を
超
え
る
方

な
ど
で
す
。

▽ 

所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
給
与
所
得
者
の
方
で
も
、
高

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

や
、
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
や
購
入
、
リ

フ
ォ
ー
ム
等
を
し
た
と
き
な
ど

は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

葛
城
税
務
署
で
は
、
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
書
を
2
月
16
日

（
火
）
以
前
で
も
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
申
告
書
は
早

め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
を

作
成
し
、
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
す

れ
ば
そ
の
ま
ま
税
務
署
に
提
出
で

き
る
と
い
う
便
利
な
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
で

は
税
金
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て

お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

◇
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

　

◇
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

　
　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

taxansw
er/

確
定
申
告
の
期
間

確
定
申
告
の
期
間

2
月
16
日
（
火
）
〜

3
月
15
日
（
月
）

　

葛
城
税
務
署
で
は
2
月
21
日

（
日
）、
2
月
28
日
（
日
）
い
ず
れ

も
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
正
午

〜
午
後
1
時
は
除
く
）
に
も
確
定

申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付
を

行
い
ま
す
。（
通
常
、
土
・
日
・

祝
日
は
閉
庁
し
て
い
ま
す
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、　

葛
城
税

務
署　

☎
（
22
）
2
7
2
1
で
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
期
間
中
の
相

談
会
場
は
、
広
報
か
つ
ら
ぎ
1
月

号
に
記
載
の
と
お
り
で
す
。

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
土
地
・

建
物
・
株
式
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る

方
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
税
務
課
で

は
確
定
申
告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

税
務
署
で
申
告
の
相
談
・
申
告
書
の

受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

納
税
は
期
限
内
に

　

所
得
税
の
納
期
限
は
、
申
告
期

限
と
同
じ
3
月
15
日
（
月
）
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
付
書
を
添
え

て
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は

所
轄
の
税
務
署
で
納
税
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

　

所
得
税
の
納
税
方
法
と
し
て

「
振
替
納
税
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
国
庫
に
振
替
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
納
税
す
る
も
の
で
、
簡
単

な
手
続
き
で
利
用
で
き
ま
す
。
新

た
に
振
替
納
税
を
利
用
す
る
に

は
、
申
告
期
限
で
あ
る
3
月
15
日

（
月
）
ま
で
に
預
貯
金
先
の
金
融

機
関
か
所
轄
の
税
務
署
へ
「
預
貯

金
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
振
替
納
税
を
ご
利
用
の

方
の
振
替
日
は
、
4
月
22
日
（
木
）

で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
税
務
署

☎
（
22
）
2
7
2
1 

ま
で
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　平成 22・23 年度に入札に参加しようとする者は、入札参加資格審査申請書（指名願）を提出してください。
　今回の指名願は基準年であるため、資格審査に該当する事業者はすべて申請する必要があります。

平成 22・23年度
葛城市建設工事等入札参加資格審査申請の受付を行います
（対象：建設工事，測量 ･建設等コンサルタント，物品 ･役務の提供）

受付期間 平成 22年 2月 1日 ( 月 ) ～平成 22年 2月 26日 ( 金 )
提出場所 葛城市役所　新庄庁舎　管理課（郵送の場合平成 22年 2月 19日（金）まで必着）
有効期間 平成 22・23年度の 2ヵ年（平成 22年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）

受付対象者

次の各号に掲げる者で成年被後見人及び被保佐人並びに破産者でない者
　１）建設業法による許可業者
　２）測量法による登録業者
　３）建築士法による登録業者
　４）建設コンサルタント登録規定による登録業者
　５）地質調査業者登録規定による登録業者
　６）補償コンサルタント登録規定による登録業者
　７）その他コンサルタント登録規定による登録業者
　８）物品（建設工事関係・一般物品・役務の提供）の製造・供給業者

※ 申請要領等は「管理課窓口」ならびに「葛城市ホームページ」にて配布しています。
　 申請書提出に際し、必ず申請要領をご確認のうえ、ご記入ください。
 《参考》◎ 建設工事、測量・コンサルタントは、国土交通省の様式を使用してください。
 　　　　　様式は、国土交通省のホームページよりダウンロードできます。
   → http://www.mlit.go.jp/chotatsu/shikakushinsa/chisei/21-22.html
 　　　  ◎ 物品（役務含）の申請様式は、葛城市指定様式でお願いします。
 　　　　　様式は、葛城市のホームページよりダウンロードできます。
   → http://www.city.katsuragi.nara.jp/katsuragi/nyusatsu.html

◎詳しくは、管理課 まで

　本人または、その扶養者が所得税や市県民税の申告で、障害者
控除または特別障害者控除を受ける場合は、身体障害者手帳など
の交付、または市が発行する「障害者控除対象者認定書」が必要
です。障害者控除対象者認定申請については、次の事項にご留意
ください。

● 身体障害者手帳、療育手帳などの交付を受けている場合は、障
　害者控除の対象となりますので申請の必要はありません。税の
　申告時に身体障害者手帳などをご持参ください。

● 身体障害者手帳などの交付を受けていない昭和 20 年 1 月 1 日
　以前に生まれた方で、身体障害者に準ずる者として障害者控除
　対象者認定書の交付申請をされる方は、印鑑と医師が記載する
　障害者・特別障害者控除対象者認定用意見書 ( 介護保険法の規
　定による要介護認定時の主治医意見書により判定できる場合は、
　省略することができます。) を添えて高齢福祉課に申請してくだ
　さい。 ◎詳しくは、　高齢福祉課まで

老齢者の障害者控除対象者認定申請
　

寒
い
日
が
つ
づ
き
、
明
け
方
の
気
温
が
氷
点
下
ま
で
下
が
る
と
蛇
口

や
水
道
管
が
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
特
に
、
屋
外
で
む
き

出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
日
陰
で
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
な
ど

は
凍
結
し
や
す
い
た
め
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
に
保
温
材

（
布
ぎ
れ
、
毛
布
な
ど
）
を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
を
す
き
間
な
く
巻
い
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
し
た
と
き
は
、
自
然
に
と
け
る
の
を
待
つ
の
が
一
番
で
す
が
、

急
ぐ
と
き
に
は
、凍
結
し
た
蛇
口
や
水
道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、

ぬ
る
ま
湯（
熱
湯
は
、水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
水
道
局
）

寒
さ
に
備
え
て
水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を

寒
さ
に
備
え
て
水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
！！
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　いつまでも健やかに、住みなれた地域で自立した生活ができるよう
に支援するのが地域包括支援センターの役割です。

こんにちはこんにちは地域包括支援地域包括支援センターですセンターです

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
概
ね
85
歳
以
上
の
方
で
、
自
分
の
特
技
や
趣
味
を
生

き
が
い
に
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
社
会
貢
献
さ
れ
て
い
る

方
等
を
ご
紹
介
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る

た
め
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
は
忍
海
在
住
の
木
谷
照
子
さ
ん

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

木
谷
さ
ん
は
大
正
11
年
生
ま
れ
の
87

歳
。子
ど
も
の
頃
か
ら
踊
り
や
三
味
線
、

琴
に
興
味
を
も
っ
て
お
ら
れ
、
25
歳
の

時
に
本
格
的
に
日
本
舞
踊
を
習
い
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
舞
踊
の

な
か
で
も
演
歌
な
ど
に
振
り
付
け
を
し

て
踊
る
新
舞
踊
の
魅
力
に
惹
か
れ
る
よ

う
に
な
り
若
浪
菊
之
助
先
生
の
も
と
で

指
導
者
の
資
格
を
身
に
つ
け
ら
れ
、
46

歳
の
時
に
「
若
扇
会
」
と
い
う
新
舞
踊

の
教
室
を
開
き
指
導
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
教
室
は
現
在
も
続
け
て
お

ら
れ
、
中
央
公
民
館
と
疋
田
公
民
館
で

週
1
回
開
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
年

2
回
は
舞
台
で
踊
ら
れ
た
り
、
依
頼
が

あ
れ
ば
盆
踊
り
や
婦
人
会
で
の
指
導
も

さ
れ
て
い
ま
す
。「
踊
り
は
し
っ
か
り

自
分
の
体
で
覚
え
て
い
な
い
と
人
に
は

教
え
ら
れ
な
い
の
で
大
変
で
す
。
着
物

に
着
替
え
て
、
帯
を
締
め
る
こ
と
で

シ
ャ
ン
と
し
て
自
然
と
気
持
ち
が
引
き

締
ま
り
ま
す
。
教
室
を
続
け
る
こ
と
が

大
変
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
っ
て
は
体
が

弱
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
教
室
で
生
徒
さ

ん
と
一
緒
に
踊
る
こ
と
、
お
話
し
す
る

こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。」
と
元

気
の
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
こ
れ

か
ら
も
体
が
元
気
な
限
り
は
続
け
て
い

き
た
い
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
「
87
歳
に
な
っ
た
現

在
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
家
族
の

理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。」
と
家
族

や
周
囲
の
人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
の

大
切
さ
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

奈
良
県
の
子
ど
も
・
家
庭
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

奈
良
県
の
子
ど
も
・
家
庭
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

「
子
育
て
メ
ー
ル
な
ら
」
コ
ラ
ム
ラ
イ
タ
ー
募
集

「
子
育
て
メ
ー
ル
な
ら
」
コ
ラ
ム
ラ
イ
タ
ー
募
集

　

奈
良
県
子
育
て
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
22
年
4
月
号
か
ら

1
年
間
、
子
育
て
や
子
育
て
支
援
に
関
す
る
「
コ
ラ
ム
」
を
書
い
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
掲
載
期
間
：
平
成
22
年
4
月
か
ら

平
成
23
年
3
月
ま
で

●
掲
載
す
る
コ
ラ
ム
の
内
容
：

・
テ
ー
マ
：
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
、

　

当
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
掲
載
す
る
内

　

容
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の

・
掲
載
頻
度
：「
子
育
て
メ
ー
ル
な
ら
」

　

に
月
1
回
掲
載

・
分
量
：
5
0
0
字
程
度
ま
で

●
原
稿
の
提
出
方
法
：
配
信
す
る
月
の

　

前
月
末
ま
で
に
、
原
則
と
し
て
電
子

　

メ
ー
ル
で
提
出

●
募
集
対
象
：

⑴ 

原
則
と
し
て
県
内
に
居
住
ま
た
は

　

通
勤
す
る
方

⑵ 

現
在
、子
育
て
中
（
妊
娠
中
を
含
む
）

　

ま
た
は
子
育
て
支
援
に
関
係
し
て
い

　

る
方

●
応
募
方
法
等
：

⑴ 

次
の
事
項
を
記
入
の
う
え
電
子

　

メ
ー
ル
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
（
フ
ォ
ー
ム
）
の
い
ず
れ
か
に
よ
り

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

① 
1
回
分
の
コ
ラ
ム（
5
0
0
字
以
内
）

　

※ 
採
用
の
場
合
、
平
成
22
年
4
月

　

分
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
掲
載
予
定

② 

応
募
す
る
理
由　

③ 

氏
名
と
ふ
り

が
な　

④ 

郵
便
番
号
・
住
所　

⑤ 

性

別　

⑥ 

生
年
月
日
・
年
齢　

⑦ 

職
業

⑧ 

連
絡
が
で
き
る
電
話
番
号
・
E
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑵ 

募
集
締
切
：
平
成
22
年
3
月
15
日（
月
）

⑶ 

応
募
方
法
お
よ
び
申
込
先
：

① 

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
kodom

o.pref.
nara.jp

② 

メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

※ 

電
話
・
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
受
け

　

付
け
ま
せ
ん

●
選
考
方
法
：
奈
良
県
子
育
て
家
庭
サ

　

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
選
考
し
決
定
し

　

ま
す
。
な
お
、
決
定
後
、
速
や
か
に

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
謝
礼
等
：
無
償
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
そ
の
他
：
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
掲
載

　

す
る
コ
ラ
ム
は
、
当
財
団
が
運
営
す

　

る
子
育
て
応
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
お

　

や
こ
み
ゅ
ネ
ッ
ト
・
な
ら
＋
」
に
も

　

掲
載
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
㈶ 

健
や
か
奈
良
支
援
財
団

　

奈
良
県
子
育
て
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階

　

☎
0
7
4
4
（
29
）
0
1
2
0

　
F
A
X

0
7
4
4
（
29
）
0
1
2
1

　
Ｅ
メ
ー
ル info@

kodom
o.pref.nara.jpま

で
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　”子育て支援センター”においでよ！

◎詳しくは、
　子育て支援センター（新庄健康福祉センター内）
 ☎（69）5241　FAX（69）5301　まで

童謡を楽しむ日 午前 10 時から
　2 月  1 日（月）當麻文化会館 3 階
　3 月  1 日（月）當麻文化会館 3 階

お話を楽しむ日  午前 10 時 30 分から
　2 月  8 日（月）當麻文化会館 3 階
　2 月 10 日（水）當麻児童館
　3 月  8 日（月）當麻文化会館 3 階
　3 月 10 日（水）子育て支援センター

☆年齢別つどいのお知らせ
　當麻・磐城児童館で実施の 2 月のわんぱくルーム・
ひよこルームは、場所を変更し當麻文化会館 3 階で行
います。お間違えのないよう参加してください。

◎つどいの広場のお知らせ
　當麻・磐城児童館で実施している“つどいの広場”
を、毎週月曜日のみ當麻文化会館3階で行います。 水・
木曜日は通常通り當麻・磐城児童館で行います。

つどいの広場 キンダーランド
わんぱくルーム ひよこルーム

當麻文化会館で“つどいの広場”をしています
　1 月から、當麻文化会館
で“つどいの広場”を実施
しています。
　たくさんの親子が集ま
り、いつもと違った場所で
新たな友だちと出会い、一緒にかかわることを楽しみ
ました。また、『おはなし会わらべ』によるお話を楽
しむ機会もあり、ゆったりとした時間を過ごしました。
毎週月曜日つどいの広場を開催します。是非、遊びに
来てください。

　小さいうちからたくさんの種類のいろいろな味
のものを食べる経験を通じて、味覚と嗜好を発達
させ、食べたいものや好きなものが増えていくた
めの基礎を作りましょう。
好き嫌いをなくすポイント
○ おやつの時間を決めて甘いものは控える。
○ 空腹になるように元気に遊ばせる。
○ 味付けや切り方を工夫する。
○ 食事は楽しい雰囲気で。
○ 食べたらほめてあげる。
○家族全員で好き嫌いをなくすように。

子育てワンポイントアドバイス

2月～3月の予定
月 火 水 木 金 土 日

2
月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

3
月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

手作りおやつレシピ
 子どものおやつ、手作りで作ってみませんか？

（作り方）
1. 菊菜は軸の硬い所は取り、熱湯でさっと茹でて水
　に取り、絞って細かく刻む。
2. 白玉粉に 1 を混ぜ、水を少しずつ足
　して耳たぶ位の柔らかさに練る。
3. 小さな団子に丸めて、真ん中を少し
　くぼませて茹で、水に取ってから、水切り。
4. きな粉に砂糖と塩を混ぜ、菊菜もちを加えて味付
　けする。
※ 青菜は、ほうれん草・大根葉・人参葉・水菜等に代え、
　きな粉も小豆あんにしてもよい。

青菜もち
　（材料・4 人分）白玉粉 150 ｇ　きな粉 40 ｇ
　　　菊菜 1/2 束　砂糖 大さじ 2　塩 1 つまみ

☆外から帰ったらうがい・手洗いを忘れずに
　一見汚れていないように見えても
手には目に見えない汚れやウイルス
などがついています。水だけで手を
洗うのではなく、石鹸を使い時間を
かけて全体を洗うようにしましょう。
＜手の洗い方＞
① 手をぬらし、石鹸をつけて泡立てる。
② 指先から手首まで指の腹を使ってこする。
③ 指を組んで指の間をこすり合わせる。
④ 手のひらをひっかくようにして爪を洗う。
⑤ 片手で手首を握り、回して洗う。
⑥ 水で流しながら石鹸をおとす。

子育て情報コーナー
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【公開講座】【公開講座】『葛城学へのいざない（第11回）』『葛城学へのいざない（第11回）』
　「大和は薬のまほろば」　「大和は薬のまほろば」
　　　　日　時日　時 ‥‥2 月13日（土）午後 2 時～2 月13日（土）午後 2 時～
　　講　師　　講　師 ‥‥小島 卓 氏 （五條市教育委員会）小島 卓 氏 （五條市教育委員会）
　　会　場　　会　場 ‥‥歴史博物館 2 階「あかねホール」歴史博物館 2 階「あかねホール」
　　　　定　員定　員 ‥‥100 名程度100 名程度
　　　　申　込申　込 ‥‥電話もしくは直接窓口にて受付電話もしくは直接窓口にて受付
【冬季企画展】【冬季企画展】「店家の風景」「店家の風景」
　　過去の暮らしの中から「商い」に注目し、商業活動に使用され　　過去の暮らしの中から「商い」に注目し、商業活動に使用され
　　たいろいろな道具などを集めた企画展を開催します。　　たいろいろな道具などを集めた企画展を開催します。
　　　　会　期会　期 ‥‥1 月23日（土）から3月14日（日）まで開催1 月23日（土）から3月14日（日）まで開催
　　入館料　　入館料 ‥‥通常の入館料が必要です通常の入館料が必要です
　※ 毎週火曜日と第 2・4 水曜日は休館日　※ 毎週火曜日と第 2・4 水曜日は休館日

 ◎ ◎詳しくは、詳しくは、歴史博物館歴史博物館 ☎（64）1414 まで ☎（64）1414 まで

歴 史 博 物 館 ガ イ ド歴 史 博 物 館 ガ イ ド

⑴「なぜ地デジに変わるのか ?」「準
　備はどうしたらいいの ?」を映
　像にて丁寧に説明致します。
⑵受信準備がまだの方に個別相談
　コーナーを設置しアドバイスさ
　せて頂きます。

「地デジ説明会」を開催します

地上デジタル放送（地デジ）の受信準備はお済みですか？ 
2011年 7月24日までにアナログ放送は終了し地上デジタル放送に移行します 

開　催　場　所 定員 開 催 日 / 時 間 　

中央公民館　　研修室 2・3 50名 2月 14日（日）　① 11:00 ～ 12:00 
　　　　　　　　② 15:00 ～ 16:00

中央公民館　　研修室 2・3 50名 2月 15日（月）　① 11:00 ～ 12:00 
　　　　　　　　② 15:00 ～ 16:00 

中央公民館　　研修室 2・3 50名 2月 17日（水）　① 11:00 ～ 12:00 
　　　　　　　　② 15:00 ～ 16:00

當麻文化会館　大研修室 60名 2月 18日（木）　① 11:00 ～ 12:00 
　　　　　　　　② 15:00 ～ 16:00

當麻文化会館　大研修室 60名 2月 19日（金）　① 11:00 ～ 12:00
　　　　　　　　② 15:00 ～ 16:00

當麻文化会館　大研修室 60名 2月 20日（土）　① 11:00 ～ 12:00
　　　　　　　　② 15:00 ～ 16:00

ゆうあいステーション
　　　　　　　会議室 45名 2月 23日（火）　① 11:00 ～ 12:00

　　　　　　　　② 15:00 ～ 16:00
ゆうあいステーション
　　　　　　　会議室 45名 2月 24日（水）　① 11:00 ～ 12:00

　　　　　　　　② 15:00 ～ 16:00
新庄コミュニティセンター
　　　　　　　研修室 1・2 40名 2月 25日（木）　① 11:00 ～ 12:00

　　　　　　　　② 15:00 ～ 16:00
新庄コミュニティセンター
　　　　　　　研修室 1・2 40名 2月 26日（金）　① 11:00 ～ 12:00

　　　　　　　　② 15:00 ～ 16:00

＊費用は無料です。また事前の申
　し込みは必要ありません。当日
　は先着順となります。
＊別途 10 名以上 ( 自治会／サーク
　ル等 ) で出張説明会も可能な限
　り実施させて頂きます。

主催：
奈良県テレビ受信者支援センター

（愛称：デジサポ奈良）

■「地デジ」であなたをだます「詐欺」にご注意を■「地デジ」であなたをだます「詐欺」にご注意を!!
 地上デジタル放送に便乗した架空請求などの悪質商法には十分ご注意ください。
 地デジ対応で総務省やテレビ局など関係機関がお金を請求することは一切ありません。

■本説明会の問い合わせ、出張説明会申込、その他地デジに関するご相談は、
　地デジコールセンター　☎0570（07）0101
 平日：午前 9 時～午後 9 時 土・日・祝日：午前 9 時～午後 6 時 までご連絡ください。
　IP 電話など、上記番号でつながらない場合は、☎ 03（4334）1111 でお受けしています。
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▽▼ 119119 コーナーコーナー▲△
　　平成 21年 12 月中 火災… 0件　救急…   115 件　救助… 3件
　　平成 21 年の累計 火災… 6 件　救急… 1,253 件　救助… 16 件

　

新
春
を
飾
る
葛
城
市
消
防
出
初
式

が
、
1
月
10
日
に
新
庄
第
2
健
民
運
動

場
に
お
い
て
市
内
外
か
ら
多
数
の
来
賓

を
迎
え
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
関
係
者
が
見
守
る

中
、
消
防
団
員
お
よ
び
消
防
職
員
総
勢

1
3
5
名
、
車
両
9
台
が
服
装
や
機
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の
点
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を
受
け
、
分
列
行
進
を

行
っ
た
後
、
新
春
の
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空
に
向
け
一
斉

放
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を
行
い
ま
し
た
。

災
害
を
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ぐ
気
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に
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を
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葛
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市
長
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彰
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対
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上
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岡
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石
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防
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の
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岡
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の
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庸
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団　
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吉
田
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男

　

第
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分
団　

団　

員　
　

前
川
純
一

　

第
5
分
団　

部　

長　
　

福
井
啓
藏

　

第
5
分
団　

班　

長　
　

伏
見
弘
一

☆ 
高
田
警
察
署
長
感
謝
状

　

第
5
分
団　

副
分
団
長　

中
川
光
広

　

第
6
分
団　

班　

長　
　

下
村
雅
英

（
消
防
署
）

　

尚
、
今
回
優
良
消
防
職
・
団
員
と
し
て
、

栄
誉
あ
る
表
彰
並
び
に
感
謝
状
等
を
受
け

ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
『
阪
神
・
淡

路
大
震
災
』
か

ら
15
年
目
を

迎
え
た
1
月
17

日
、
こ
の
日
に

あ
わ
せ
て
葛
城

市
で
は
、
大
災

害
発
生
時
に
迅

速
、
的
確
な
災

害
対
応
体
制
を

開
始
で
き
る
よ

う
、
職
員
の
防

災
行
動
力
の
向

上
、
お
よ
び
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
本
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

  

午
前
6
時
46
分
、
震
度
6
強
の
地
震

が
発
生
。
公
共
交
通
機
関
が
ス
ト
ッ
プ

し
た
と
想
定
の
も
と
、
訓
練
対
象
者

1
4
8
人
が
徒
歩
、
自
転
車
で
新
庄

庁
舎
に
次
々
と
集
ま
り
、
9
時
30
分
ま

で
に
全
員
が
揃
い
、
災
害
対
策
本
部
会

議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、
市
民
ホ
ー
ル
に
集
合

し
た
職
員
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
、
災
害
対
策
本

部
長
で
あ
る
市
長
は
、「
市
民
の
安
全

を
守
る
た
め
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
各

部
署
で
話
し
合
っ
て
欲
し
い
。」
と
訓

示
さ
れ
ま
し
た
。

（
生
活
安
全
課
）

葛
城
市
災
害
対
応

葛
城
市
災
害
対
応
（（
職
員
参
集

職
員
参
集
））

訓
練
実
施

訓
練
実
施
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   毎月11日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

人権人権人権　女性センターでは、“何かにチャレンジしたい”女性を応援していま
す！さまざまな分野にチャレンジしてきた女性たちのお話を聞いてみま
せんか？楽しい体験ミニセミナーもあります。

イベントスケジュール

（人権政策課）

3 月 2日（火）　午後 1時 30分～ 3時 30分
　『夢を実現！ワタシのハッピーワーク』
　　講師：フェアトレードショップ「きらら」オーナー　平井直子さん
　『幸せ実現術　～夢を現実にするための秘訣～』
　　講師：奈良県女性センター　アドバイザー

《託児：リズム遊び》

3月 6日（土）　午前 10時～正午
　『相手の心をギュットつかむ　話の聴き方実践セミナー』
　　講師：奈良県女性センター　アドバイザー

《託児：楽しい工作「お子様ランチ」》

3月 5日（金）　午前 10時～正午
　『心をあわせて表現しよう♪奈良発オリジナル演劇発信！』
　　講師：小町座主宰　小野小町さん
　『～貼り絵づくり～　きって・はって・発見！わたしの夢のタネ』
　　講師：奈良県女性センター　アドバイザー

《託児：運動会》

3月 4日（木）　午後 1時 30分～ 3時 30分
　『色のパワーで心やからだを癒そう』
　　講師：カラーコーディネーター　古村安来絵さん
　『あなたのラッキーカラーを見つけましょう』

《託児：アンパンマンを作ろう》

3月 3日（水）　午後 1時 30分～ 3時 30分
　『おはなし会でシアワセひろがる　子育てネットワーク』
　　講師：おはなしらんどカンブリア　松谷圭子さん
　『ラッピングをアートしよう』
　　講師：ギフトラッピングコーディネーター　内野順子さん

《託児：ひなまつり》

奈良県女性奈良県女性センター　チャレンジセンター　チャレンジ週間週間イベントイベント
あなたのチャレンジはあなたのチャレンジは女性女性センターから！センターから！
20102010年年 33月月 22日日（（火火） ～ 6） ～ 6日日（（土土））

☆会　場：奈良県中小企業会館 4階の会議室
  （近鉄奈良駅①番出口から東方向約 100㍍）
☆女性対象（定員各 35名）
☆託児あり (1才半～未就学児：1人1回500円) ＊事前予約が必要です。
　1歳半までのお子さんは、同伴受講可。
☆受講料：無料
☆申込締切：2 月 17日（水）　必着
☆お申込み・お問い合わせは、奈良県女性センターへ
　ＴＥＬ：０７４２－２７－２３００
　ＦＡＸ：０７４２－２２－６７２９
　ＨＰアドレス　http://www.pref.nara.jp/d_aspx_menuid-11774.htm
☆本イベントのチラシは、葛城市役所新庄庁舎１階 人権政策課窓
　口にも設置しています。
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健康増進課／新庄健康福祉センター
☎（69）9900☎（69）9900

健康増進課
インフォメーションインフォメーション

個別子宮がん・乳がん検診の期限が迫っています個別子宮がん・乳がん検診の期限が迫っています
～今一度ご確認ください～～今一度ご確認ください～

　葛城市が実施する個別子宮がん・乳がん検診の期限が迫っています。どちらの検診も受診期限は、平成 22年
3月 31日までとなっています。受診を希望される場合は、まず新庄健康福祉センターまたは當麻保健センター
まで受診票を取りにお越しください。
　なお、子宮がん検診・乳がん検診は 2 年に 1 回の受診となっています。平成 20 年度中（平成 20 年 4 月 1 日
～平成 21 年 3 月 31 日）に受診された方は、今年度は市の制度を利用することはできません。（ただし、自費で
検診を受診することは可能です。）
　また、既に受診票をお持ちの方は、受診期限内に必ず受診していただきますようお願いします。

　また、昨年 10 月に国の女性特有のがん検診受診勧奨事業の一つとして、次の節目の年齢の方々に対して、「が
ん検診無料クーポン」を配布しています。

　子宮がん検診　子宮がん検診
 平成 20年 4月 2日～ 平成 21年 4月 1日の間に、
 20 歳（昭和 63 年 4 月 2 日～平成元年 4 月 1 日生まれ）、
 25 歳（昭和 58 年 4 月 2 日～昭和 59 年 4 月 1 日生まれ）、
 30 歳（昭和 53 年 4 月 2 日～昭和 54 年 4 月 1 日生まれ）、
 35 歳（昭和 48 年 4 月 2 日～昭和 49 年 4 月 1 日生まれ）、
 40 歳（昭和 43 年 4 月 2 日～昭和 44 年 4 月 1 日生まれ）
 になった女性
　乳がん検診　乳がん検診
 平成 20年 4月 2日～平成 21年 4月 1日の間に、
 40 歳（昭和 43 年 4 月 2 日～昭和 44 年 4 月 1 日生まれ）、
 45 歳（昭和 38 年 4 月 2 日～昭和 39 年 4 月 1 日生まれ）、
 50 歳（昭和 33 年 4 月 2 日～昭和 34 年 4 月 1 日生まれ）、
 55 歳（昭和 28 年 4 月 2 日～昭和 29 年 4 月 1 日生まれ）、
 60 歳（昭和 23 年 4 月 2 日～昭和 24 年 4 月 1 日生まれ）
 になった女性
　「がん検診無料クーポン」の有効期限は、平成 22年 3月 31日までとなっています。期限を過ぎた場合は無
効となりますので、無料クーポンを使用されていない方は、有効期限内にお早めに受診いただきますようお願
いします。

麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種
　平成 21 年度の接種対象年齢は、次のとおりです。
 1 期：生後 12か月～ 24か月の児（満 1 歳児）
 2 期：平成 15年 4月 2日～平成 16年 4月 1日生まれ（いわゆる幼稚園等の年長児）
 3 期：平成   8 年 4月 2日～平成   9 年 4月 1日生まれ（中学校 1 年生相当年齢の者）
 4 期：平成   3 年 4月 2日～平成   4 年 4月 1日生まれ（高校 3 年生相当年齢の者）

　対象となる方には、既に予診票を送付しています。お手元に無い方は、新庄健康福祉センターまでご連絡く
ださい。
　2 期、3 期、4 期の接種期限は、平成 22年 3月 31 日までとなっています。いかなる理由の場合でも、期限
を過ぎると接種費用の公費負担ができなくなり、全額自己負担していただくことになりますので、今一度母子
健康手帳などで予防接種の記録をご確認いただき、まだ接種されていない場合は、早急に実施してください。
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文化会館ニュース文化会館ニュース 新庄文化会館　☎（69）4600
當麻文化会館　☎（48）5000

★　お知らせ　★

★　催し物のご案内　（2月 1日～ 3月 10日）　★
新庄文化会館（マルベリーホール）

月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

2 月  6 日（土） 華表保育園生活発表会 関係者 9:00 ～ 
12：00 華表保育園 0745-69-6368

2 月  7 日（日） 奈良県高等学校連合音楽会 関係者 13:00 ～ 奈良県高等学校
音楽教育研究会 0742-46-0017

2 月 21 日（日） 葛城市
生涯学習まちづくり推進大会 無　料 13:30 ～ 葛城市教育委員会

生涯学習課
0745-48-2811

【生涯学習課】

2 月 22 日（月）
劇団 銀河鉄道
　　 ぬいぐるみミュージカル

【あかずきん・みにくいあひるのこ】
有  料

1 回目
10:45 ～ 12:20

2 回目
13:30 ～ 15:05

劇団　銀河鉄道 03-3667-8871

3 月  7 日（日）
サンリオハートフルタイム
ハローキティ＆シュガーバニーズ
のきっとうまくいくよ！

有  料
午前の部

10:30 ～ 11:30
午後の部

14:00 ～ 15:00
葛城市 0745-69-4600

【新庄文化会館】

＊都合により一部催し物が変更になる場合がありますので、ご了承ください。
＊準備､ リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。
＊詳細については、主催者にお問い合わせください。

2 月 3月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

新庄文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7

當麻文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7

は休館日

當麻文化会館（ホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

2 月 28 日（日） 葛城市勤労者会カラオケ発表会 無　料 12:00 ～ 葛城市勤労者会 0745-76-2713
【尾上】

3 月  7 日（日） カラオケスタジオ「アカシア」
発表会 無　料 10:00 ～ カラオケスタジオ

「アカシア」 0745-53-3920

平成22年 3月 28日（日）14：00～

葛城市民劇団「くすのき」

2009年度公演

『晴れた日は、お隣さんと。』
 原作：福田栄一

（メディアファクトリー刊）

 脚本：外輪能隆・荒木美海

 演出：外輪能隆

 

 場所：當麻文化会館ホール

速　報
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図書館だより図書館だより 新庄図書館　☎（69）4646
當麻図書館　☎（48）6000

2 月 3月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

新庄図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7

當麻図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7

は休館日
は整理休館日

催
し
も
の
ご
案
内

映
画
会
の
お
知
ら
せ　

　

日
時
：
2
月
13
日
（
土
）

 
 

午
前
10
時
〜

　

場
所
：
新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

 
 

『
ユ
ニ
コ
』

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ 

★
當
麻
図
書
館

　

日
時
：
2
月
14
日
（
日
）

 
 

午
後
1
時
30
分
〜

　

場
所
：
當
麻
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
や
ま
の
お
ふ
ろ
や
さ
ん

　

組
み
木
…
て
ぶ
く
ろ

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お
は
な
し
…
天
福
地
福

　

絵　

本
…
お
お
き
く
な
り
た
い
ち
び
く
ま
く
ん

★
新
庄
図
書
館

　

日
時
：
2
月
27
日
（
土
）
午
後
2
時
〜

　

場
所
：
新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
が
あ
ち
ゃ
ん

　

紙
芝
居
…
と
り
あ
げ
婆
さ
ん
と
キ
ツ
ネ

　

お
は
な
し
…
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
と
ブ
ラ
ッ
ク
さ
ん

　

組
み
木
…
て
ぶ
く
ろ

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お
は
な
し
…
小
さ
な
赤
い
セ
ー
タ
ー

　

ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま

せ
ん
。
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

★　新着図書のご案内　★
新着図書は、ほかにもいろいろあります。
紙面に限りがありご紹介できませんが、ご来館の上、ぜひ
ご覧ください。また、ホームページでもご覧いただけます。

③ ⑥⑤④① ②

① やきもの百科    中島　誠之助   ●新庄図書館　一般書
② あねチャリ     川西　蘭   ●新庄図書館　一般書
③ 坂道の向こうにある海   椰月　美智子   ●當麻図書館　一般書
④ 人形劇場へごしょうたい   サリー・ガードナー  ●當麻図書館　児童書
⑤ しまうまのしごとさがし   トビイルツ   ●新庄図書館　児童書
⑥ 絵本おとうと    松本　春野   ●當麻図書館　児童書

図
書
館
連
続
講
座

図
書
館
連
続
講
座

第第
1010
回　

参
加
者
募
集

回　

参
加
者
募
集

　
「
子
ど
も
の
本
の
扉
を
開
い
て
」

　

読
む
喜
び
を
感
じ
る
子
ど
も
の
本
と

は
？
子
ど
も
時
代
や
文
庫
活
動
の
中
で
出

会
っ
た
本
の
中
か
ら
、
外
国
の
読
み
物
や

低
学
年
向
き
の
読
み
物
な
ど
を
中
心
に
紹

介
。
子
ど
も
の
本
の
選
び
方
、
楽
し
み
方

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日　

時
：
2
月
20
日
（
土
）

 
 

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

　

講　

師
：
山
田
裕
子
氏

（
五
條
お
は
な
し
の
会
・
か
ぜ
の
子
文
庫
主
宰
）

　

場　

所
：
新
庄
図
書
館
学
習
室

　

対　

象
：
大
人

　

申
込
・
問
合
せ
：
新
庄
図
書
館

當
麻
図
書
館
か
ら

當
麻
図
書
館
か
ら

特
別
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ

特
別
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ

　

當
麻
図
書
館
で
は
、
3
月
1
日
（
月
）

〜
12
日
（
金
）
の
期
間
、
特
別
整
理
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
長
期
休
館
に
と
も
な
い
2
月
13

日
（
土
）
〜
27
日
（
土
）
は
特
別
貸
出
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
貸

出
冊
数
は
お
1
人
10
冊
ま
で
、
返
却
期
日

は
3
月
14
日
（
日
）
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
…

◎
2
月
11
日
（
木
：
建
国
記
念
の
日
）
は
祝

日
で
す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収

集
に
つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
地
区
】：
疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・
中
戸
・

弁
之
庄
・
林
堂
・
山
田
・
平
岡
・
山
口
・
梅
室
・

笛
吹
・
脇
田
・
東
室
・
笛
堂

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で

新庄庁舎 ☎（69）3001
當麻庁舎 ☎（48）2811

市役所への市役所への
お問い合わせお問い合わせ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講講  

座座    

等等

暮暮  

らら  

しし

  

税
の
納
期

　

2
月
は
、

▼
国
民
健
康
保
険
税　

第
8
期
分

の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
3
月
1
日
（
月
）
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
日
ま
で

に
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

 

平
成
21
年
度

　
「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」

■
日　

時
：
2
月
21
日
（

日
）
午
後
1
時
30
分
〜

■
会　

場
：
新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
：

　

○
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
（
新
庄
中
学
校
）

　

○
相
撲
甚
句
披
露
（
け
は
や
相
撲
甚
句
会
）

■
発　

表
：

　

作
文
発
表
（
市
内
小
・
中
学
校
よ
り
）

 

県
民
公
開
講
演
会

■
演　

題
：
生
活
習
慣
の
改
善
で
メ
タ
ボ
撃
退
！

―

検
査
結
果
か
ら
対
策
を
考
え
る―

■
日　

時
：
3
月
7
日
（

日
）
午
後
1
時
〜
4
時

■
会　

場
：
奈
良
県
文
化
会
館 

国
際
ホ
ー
ル   

奈
良
市
登
大
路
町
6-

2 

■
対
象
・
定
員
：
主
に
中
高
年
向
け　

無
料

定
員
5
0
0
名
・
先
着
順

※ 

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

 

健
康
講
座

■
演　

題
：
近
視
矯
正
手
術
（

レ
ー
シ
ッ
ク
等
）

に
つ
い
て　

―

レ
ー
シ
ッ
ク
と
は―

■
日　

時
：
2
月
27
日
（

土
）
午
後
2
時
〜
3
時

■
会　

場
：
高
田
経
済
会
館
4
階

北
葛
城
地
区
医
師
会
会
議
室 

■
講　

師
：
熊
谷　

映
治　

氏

※　

会
場
の
都
合
上
、
先
着
30
名
と
さ
せ
て

  

市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
市
県
民
税
申
告
の
申
告
期

間
は
、2
月
16
日
（
火
）
〜
3
月
15
日
（
月
）

ま
で
で
す
。（
土
・
日
を
除
く
）

　

市
役
所
新
庄
庁
舎
2
階
会
議
室
、
當
麻
庁

舎
1
階
市
民
相
談
室
で
受
付
し
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

こ
の
申
告
は
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行

　

や
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高
齢

　

者
医
療
保
険
料
の
軽
減
の
資
料
と
し
て

　

も
必
要
で
す
。
収
入
の
な
か
っ
た
方
も
、

　

そ
の
状
況
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※ 

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
土
地
・
建

　

物
・
株
式
等
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
に
つ

　

い
て
は
、
市
役
所
税
務
課
で
は
確
定
申
告

　

相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。
税
務
署
で
申
告
の

　

相
談
・
申
告
書
の
受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
税
務
課
）

　

モ
デ
ル
指
定
分
館
活
動
発
表

（
勝
根
分
館
・
林
堂
北
分
館
）

　

尚
、
当
日
は
、
生
涯
学
習
教
室
・
講
座
生

に
よ
る
作
品
展
示
会
が
同
時
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
市
民
皆
さ
ま
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
い
た
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で

 

蕎
麦
打
ち
体
験
し
ま
せ
ん
か
！

　

平
岡
集
落
で
は
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
活
動
の
一
環
で
「
そ
ば
」
の
植
え
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
11
月
に
刈
り
取
っ

て
、
そ
ば
粉
に
し
た
出
来
た
て
の
新
そ
ば
粉

を
使
っ
て
そ
ば
打
ち
体
験
を
行
い
ま
す
。

■
日　

時
：
3
月
14
日
（

日
）
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
3
時
の
2
回
行
い
ま
す
。

　
（
午
前
・
午
後
と
も
定
員
15
名
で
す
の
で
、

　

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
ら
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。）

■
場　

所
：
平
岡
公
民
館

■
費　

用
：
一
人　

1
、
0
0
0
円

■
申
込
先
：
平
岡　

森
本
区
長
ま
で

 
 

☎
（
69
）
4
0
3
7

（
農
林
課
）

　

こ
の
た
び
本
市
に
対
し
、
百
万
円

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
同
薬
品
工
業
株
式
会
社 

様（
新
村
）

　

こ
の
寄
附
は
、
今
後
の
葛
城
市
の

た
め
に
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※ 

講
演
会
開
始
1
時
間
前
か
ら
、
ロ
ビ
ー

　

で
簡
単
な
健
診
の
無
料
体
験
や
、
血
液
細

　

胞
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
事
務
局 

☎
0
7
4
3
（
62
）
0
5
2
5
ま
で
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そそ  
のの  

他他

情　報

今月の今月の
無料相談無料相談

人権・行政・心配ごと相談
●日時　2月 12日（金）第 2金曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　2月 18日（木）第 3木曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　忍海集会所
●日時　2月 25日（木）第 4木曜日
　　　　午前 9時～正午
　場所　當麻文化会館
◎申込　不要（先着順）

問 人権政策課・総務財政課  
   ☎（69）3001
　 社会福祉協議会
  ☎（48）3373

法律相談
●日時　2月 18日（木）第 3木曜日
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　2月 25日（木）第 4木曜日
　　　　午後 1時～ 4時
　場所　當麻文化会館
◎申込　相談（20 分）は予約制
　になっていますので、秘書課ま
　でお申し込みください。
問 秘書課

中南和法律相談センタ－法律相談
◎申込　相談は予約面談制（30 分）
　ですので、必ず奈良弁護士会に
　電話で事前予約してください。
＊ 日時・場所等は、電話の際ご確
　認ください。
問 奈良弁護士会☎ 0742(22)2035

健康相談
●日時　2月 24日（水）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参
　ください。
問 健康増進課

乳幼児健康相談
●日時　2月   3日（水）・  4日（木）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　當麻保健センター
●日時　2月 25日（木）・26日（金）
　受付　午前 10時～ 11時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　身体測定、保健師・管理栄
　　　　 養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。
問 健康増進課

●日時　2月 7日（日）
　　　　3月 7日（日）
　　　　午前 9時～正午
　場所　當麻文化会館団体交流室
　連絡先　☎（69）2753
●日時　2月 27日（土）
　　　　午後 1時～ 5時
　場所　中央公民館会議室
　連絡先　☎（69）2877
問 上記連絡先または都市整備課

増改築・耐震無料相談

消費者生活相談
「架空請求や悪質商法」などの消
費生活に関する相談に応じます。
●日時　2月 8日（月）
　午前 10時～正午・午後 1時～ 4時
　場所　當麻庁舎市民相談室
●日時　2月15日（月）・22日（月）
　午前 10時～正午・午後 1時～ 4時
　場所　當麻庁舎分庁舎 1階会議室
問 商工観光課

 

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

2
月
1
日
現
在
で
農
林
業
を
営
ん
で
お
ら

れ
る
皆
さ
ま
を
対
象
に
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
配
り
し
た
調
査

票
に
ま
だ
記
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
も

れ
な
く
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
調
査
員
が
受

取
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
調
査
員
と
の
都
合
が
合
わ
な
い
場

合
は
、企
画
調
整
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
企
画
調
整
課
ま
で

 

ご
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

　
「
葛
城
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想（
案
）」

に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
表
方
法
：
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

お
よ
び
新
庄
庁
舎
都
市
整
備
課
・
當
麻
庁

　

舎
都
市
整
備
課
・
新
庄
図
書
館
・
當
麻
図

　

書
館
に
資
料
冊
子
を
設
置

■
募
集
期
間
：
2
月
上
旬
〜
3
月
上
旬
（
募

　

集
開
始
日
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
都
市
整
備

　

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
提
出
方
法
：
郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
、

　

直
接
持
参
（
都
市
整
備
課
ま
で
）

◎
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
ま
で

 

オ
ス
ト
メ
イ
ト
個
別
相
談
会

　

専
門
家
や
同
憂
の
先
輩
と
相
談
し
て
元

気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。（
無
料
）

■
日
時
・
場
所
：

①
2
月
16
日
（
火
）
午
前
9
時
〜
正
午

　

奈
良
県
文
化
会
館 

1
階　

第
1
会
議
室

　
　
（
奈
良
市
登
大
路
町
6-

2
、近
鉄
奈
良
駅
下
車
）

②
2
月
20
日
（
土
）
午
前
9
時
〜
正
午

　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

2
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

　
　
（
橿
原
市
大
久
保
町
3
2
0-

11
、

近
鉄
畝
傍
御
陵
前
駅
下
車
）

■
相
談
員
：
専
門
看
護
師
と
支
部
役
員
お
よ

　

び
同
憂
の
先
輩

■
対
象
者
：
県
内
在
住
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

◎
詳
し
く
は
、（
社
）

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

 
 

奈
良
県
支
部
事
務
局

☎
0
7
4
2
（

49
）

1
8
3
9
（

三
田
村
）

ま
で

 

大
切
な
方
を
自
死
で
な
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

 
 

 
遺
族
の
集
い

　

誰
に
も
話
せ
な
い
悲
し
み
や
苦
し
み
を
、

安
心
し
て
ご
遺
族
同
士
が
語
れ
る
場
を
用
意

し
て
い
ま
す
。個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
グ
リ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス〞

あ
か
り
〞

　

時
間
内
で
お
好
き
な
時
間
に
、
お
気
軽
に

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

■
日　

時
：
毎
月 

第
2
月
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
　
　

  
 

午
後
1
時
〜
4
時

■
場　

所
：
奈
良
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

  

奈
良
県
桜
井
市
粟
殿
1
0
0
0

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
法
人
奈
良
い
の
ち
の
電
話
協
会

よ
り
そ
い
の
会〞

あ
か
り
〞

　

☎
0
7
4
2
（
35
）
7
2
0
0

（
毎
週
火
曜
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）
ま
で

　

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

◎
詳
し
く
は
、
北
葛
城
地
区
医
師
会 

☎
（
23
）
2
4
3
1
ま
で



葛
城
市

葛
城
市
ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
探
訪
探
訪  

1111

『
竹
内
街
道
と

『
竹
内
街
道
と
商商あ
き
な

あ
き
ない
』
い
』

　

長
尾
村
の
藤
右
衛
門
は
、
現
在
の
総
合
商
社
の
よ
う
に
、

　

長
尾
村
の
藤
右
衛
門
は
、
現
在
の
総
合
商
社
の
よ
う
に
、

幅
広
く
商
い
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
竹
内
街
道
沿
い
に

幅
広
く
商
い
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
竹
内
街
道
沿
い
に

店
を
構
え
、
そ
の
立
地
を
活
か
し
て
、
大
坂
の
商
人
と
も

店
を
構
え
、
そ
の
立
地
を
活
か
し
て
、
大
坂
の
商
人
と
も

取
引
を
し
て
い
ま
し
た
。

取
引
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
の
古
文
書
は
、
代
金
を
支
払
っ
た
の
に
、
大
坂
の

　

写
真
の
古
文
書
は
、
代
金
を
支
払
っ
た
の
に
、
大
坂
の

大
和
屋
甚
兵
衛
が
商
品
で
あ
る

大
和
屋
甚
兵
衛
が
商
品
で
あ
る
肥肥こ

え
か
す

こ
え
か
す粕粕
を
渡
さ
な
い
こ
と

を
渡
さ
な
い
こ
と

を
、
藤
右
衛
門
が

を
、
藤
右
衛
門
が
奉奉ぶ

ぎ
ょ
う

ぶ
ぎ
ょ
う行行
に
訴
え
た
も
の
で
す
。

に
訴
え
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
訴
状
の
な
か
で
藤
右
衛
門
は
、
も
し
肥
粕
が
届
か

　

こ
の
訴
状
の
な
か
で
藤
右
衛
門
は
、
も
し
肥
粕
が
届
か

な
け
れ
ば
葛
城
の
百
姓
は
耕
作
も
で
き
ず
、

な
け
れ
ば
葛
城
の
百
姓
は
耕
作
も
で
き
ず
、
年年ね

ん
ぐ

ね
ん
ぐ貢貢
も
払
え

も
払
え

な
い
こ
と
に
な
る
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

な
い
こ
と
に
な
る
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

自
分
を
勝
訴
さ
せ
な
い
と
、
年
貢
も
取
る
こ
と
が
で
き
な

自
分
を
勝
訴
さ
せ
な
い
と
、
年
貢
も
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
ぞ
と
、
暗
に
奉
行
を
脅
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

く
な
る
ぞ
と
、
暗
に
奉
行
を
脅
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
葛
城
の
商
人
の
し
た
た
か
さ
が
、
こ
の
古
文
書
か

ま
す
。
葛
城
の
商
人
の
し
た
た
か
さ
が
、
こ
の
古
文
書
か

ら
う
か
が
え
ま
す
。

ら
う
か
が
え
ま
す
。

　

さ
て
、
歴
史
博
物

　

さ
て
、
歴
史
博
物

館
で
は
、
た
だ
い
ま
、

館
で
は
、
た
だ
い
ま
、

企
画
展
『
店
家
の
風

企
画
展
『
店
家
の
風

景
』
を
開
催
中
。
本

景
』
を
開
催
中
。
本

展
で
は
、
葛
城
市
の

展
で
は
、
葛
城
市
の

商
業
の
歴
史
を
写
真

商
業
の
歴
史
を
写
真

の
古
文
書
や
、
商
売

の
古
文
書
や
、
商
売

で
使
わ
れ
た
用
具
な

で
使
わ
れ
た
用
具
な

ど
を
展
示
し
て
、
く

ど
を
展
示
し
て
、
く

わ
し
く
取
り
上
げ
ま

わ
し
く
取
り
上
げ
ま

す
。
一
度
、
博
物
館

す
。
一
度
、
博
物
館

を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

ん
か
。（
歴
史
博
物
館
）

（
歴
史
博
物
館
）
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大
字
名
の
由
来
：

　

疋
田
の
語
源
は
低
湿
地
を
意

味
す
る
泓
田
（
ひ
き
た
）
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
集
落
の

ほ
ぼ
中
央
に
鎮
座
す
る
調
田
坐

一
事
尼
古
（
つ
く
だ
に
ま
す
ひ
と

こ
と
ね
こ
）
神
社
の
「
調
田
」

お
よ
び
「
槻
田
（
つ
き
だ
）
神
」

の
語
が
転
訛
し
て
、「
ひ
き
だ
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

疋
田
が
尺
土
駅
に
近
い
と
い

う
交
通
の
便
利
さ
も
あ
っ
て
、

高
度
経
済
成
長
時
に
は
工
場
や

住
宅
団
地
が
建
設
さ
れ
、
昭
和

五
十
二
年
に
新
庄
北
小
学
校
・

同
附
属
幼
稚
園
が
開
校
・
開
園

し
ま
し
た
。

主
な
歴
史
遺
産
や
名
所
：

・
調
田
坐
一
事
尼
古
神
社

　
（
一
事
尼
古
命
・
事
代

主
命
の
二
神
を
祭
神
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江

戸
時
代
に
は
春
日
神
社

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。）

疋ひ

き

だ田

　

明
治
八
年
当
時
、
大
字
に
伝

わ
る
古
文
書
に
は
、
堺
県
下
大

和
第
五
十
六
区
四
小
区
葛
下
郡

八は

ち

が

わ川

八
川
村
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
大
字
戸
数
は
四
十
二

戸
、人
口
は
二
百
十
一
人
と
あ
り
、

一
戸
平
均
五
名
の
家
族
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
大
正
か
ら
昭
和
に

か
け
て
奈
良
県
北
葛
城
郡
磐
城

村
と
呼
称
さ
れ
、
そ
の
後
當
麻

村
と
の
合
併
に
よ
り
當

麻
町
八
川
、
新
庄
町
と

の
合
併
で
現
在
の
葛
城

市
八
川
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
前
の
昭
和
十
五
年

で
は
二
十
五
戸
、
終
戦

直
後
の
昭
和
二
十
年
に

は
十
九
戸
で
し
た
。

　

八
川
に
は
六
百
年
の
歴

史
を
誇
る
照
久
寺
が
あ
り
、
土

塀
に
刻
ま
れ
た
五
本
の
白
線
や
、

天
を
も
貫
か
ん
ば
か
り
に
そ
び
え

立
つ
大
銀
杏
の
大
木
は
、
本
堂
の

大
屋
根
と
共
に
今
も
八
川
の
人
び

と
の
心
の
支
え
と
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

大字紹介（第8回）
人口および世帯数は 1月 1日現在

加守

染野

新在家

勝根

木戸
當麻

長尾

竹内

兵家

太田

南今市

八川

大畑

尺土

今在家

疋田

中戸 辨之庄 北道穂
西室

東室

柿本

寺口

大屋
新庄

南道穂

北花内
笛堂

葛木

南藤井

林堂 南花内 新町

新村南新町

薑

忍海西辻

山田

平岡

山口 笛吹

梅室

脇田

疋田

八川

　
　

人　

口
： 

3
、
3
5
0
人

　
　

世
帯
数
： 

1
、
2
7
3
戸

　
　

人　

口
： 

1
、
9
9
2
人

　
　

世
帯
数
：
7
0
8
戸


